
《
対
象
労
働
者
の
声
》 

「
今
で
も
生
活
が
苦
し
い
の
に
４
月
か
ら
５
％
、
半
年
後
に
10
％
カ
ッ
ト
と
は
あ
ま
り

に
も
厳
し
過
ぎ
る
。
と
て
も
生
活
が
で
き
な
い
」
（
派
遣
労
働
者
） 

「
今
年
か
ら
ボ
ー
ナ
ス
は
な
く
な
る
と
言
わ
れ
、
や
る
気
が
な
く
な
る
わ
」
（
請
負
労

働
者
） 

「
給
料
を
さ
げ
ら
れ
た
ら
生
活
が
で
き
な
い
の
で
、
３
月
で
辞
め
る
」
（
請
負
労
働
者
） 

 

請
負
・
派
遣
労
働
者
を
業
績
の
「
調
整
弁
」
扱
い
に
す
る
と
は
、

ひ
ど
す
ぎ
る
！ 

業
績
悪
化
を
下
請
事
業
者
に
犠
牲
転
嫁
し
て
乗
り
切
ろ
う
な
ど
と
い
う
の
は
、

あ
ま
り
に
も
身
勝
手
過
ぎ
ま
す
。 

川
重
全
体
で
は
、
11
年
度
見
通
し
の
経
常
利
益
は
５
２
０
億
円
（
前
年
度
比
＋

29
億
円
）
、
内
部
留
保
も
３
４
８
２
億
円
（
12
年
国
民
春
闘
白
書
）
た
め
込
み
、

株
主
に
は
昨
年
よ
り
２
円
も
多
い
５
円
の
配
当
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

今
ま
で
安
い
単
価
を
強
い
て
き
た
請
負
・
派
遣
労
働
者
に
、
こ
れ
以
上
の
単
価

引
下
げ
は
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
。 

 

【
カ
ワ
サ
キ
グ
ル
ー
プ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
】
で
掲
げ
る
『
社
会

的
責
任
を
認
識
し
、
地
球
・
社
会
・
地
域
・
人
々
と
共
生
』

に
反
し
て
い
る
！ 

単
価
引
下
げ
の
対
象
と
な
る
労
働
者
は
、
神
戸
・
坂
出
の
地
域
を
合
わ
せ
る
と

１
０
０
０
人
規
模
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。地
域
の
経
済
と
社
会
に
与
え
る
影

響
は
た
い
へ
ん
深
刻
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

経
済
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
こ
そ
、
雇
用
を
守
り
、
下
請
け
企
業
と
地
域
経

済
の
発
展
の
た
め
に
大
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。 

 

「優
越
的
地
位
の
濫
用
」の
禁
止
や

「下
請
事
業
者
の
利
益
を
保
護
」す

る
法
令
に
抵
触
す
る
！ 

単
価
引
下
げ
の
協
力
要
請
は
、こ
の
不
景
気

の
さ
な
か
、断
れ
ば
仕
事
を
失
い
か
ね
な
い
下

請
事
業
者
の
弱
い
立
場
に
つ
け
込
む
も
の
で
、

法
令
に
照
ら
し
て
き
わ
め
て
問
題
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
経
営
姿
勢
で
は
、
ま
と

も
な
も
の
づ
く
り
が
で
き
な
い
！ 

人
間
を
景
気
や
業
績
の
「
調
整
弁
」
と
す
る

経
営
姿
勢
で
は
、労
働
者
か
ら
も
の
づ
く
り
の

誇
り
を
奪
い
、
職
場
の
人
間
関
係
や
、
技
術
の

蓄
積
と
安
全
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。 

日本共産党 

川崎重工委員会 

２０１２年３月 号外 はぐるま 

川重・船舶海洋カンパニー 

請負・派遣業者に最大２０％の単価引下げの協力要請 
一方では、株主配当が３円（約５０億円）から５円（約８４億円）に増配予定 

困ったときはお気軽にご相談ください 

川
重
の
船
舶
海
洋
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
業
績
悪
化
を
理
由
に
関
連
す

る
請
負
・
派
遣
業
者
に
対
し
、
最
大
で
４
月
か
ら
10
％
、
10
月
か
ら

20
％
の
単
価
引
下
げ
の
協
力
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

対
象
と
な
る
業
者
と
労
働
者
の
中
に
、
雇
用
不
安
と
生
活
不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

T E L ： 3 4 1 - 3 2 3 5   F A X ： 3 4 1 - 3 2 3 6  
Ｅメール： s p u m 6 9 u 9 @ p o n y . o c n . n e . j p  

 

【
単
価
引
下
げ
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
】 



 

 

 

 

 

 

はぐるま ２０１２年３月号外 

日本経済の立て直しのために日本経済の立て直しのために日本経済の立て直しのために   

中小企業と大企業の公正な取引ルールを中小企業と大企業の公正な取引ルールを中小企業と大企業の公正な取引ルールを   
日本共産党の政策より日本共産党の政策より日本共産党の政策より   

雇
用
の
７
割
を
支
え
る
中
小
企
業
の
経
営
が
安
定
し
な
け
れ
ば
、
国
民
の
所
得

を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
と
大
企
業
の
労
働
者
の
賃
金
格
差

を
是
正
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
全
体
の
所
得
を
引
き
上
げ
る
う
え
で
不
可
欠
で

す
。
中
小
企
業
を
日
本
経
済
の
「
根
幹
」
に
ふ
さ
わ
し
く
位
置
づ
け
、
本
格
的
な

振
興
策
を
実
施
し
ま
す
。 

 

─

中
小
企
業
と
大
企
業
の
公
正
・
公
平
な
取
引
の
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
。 

下
請
け
取
引
を
適
正
化
し
、「
単
価
た
た
き
」
な
ど
不
公
正
な
取
引
を
や

め
さ
せ
ま
す
。
「
優
越
的
地
位
の
濫
用
」
を
な
く
す
た
め
、
独
占
禁
止
法
を

強
化
し
ま
す
。
大
型
店
の
身
勝
手
を
ゆ
る
さ
な
い
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
商
店
街
・

小
売
店
を
活
性
化
し
ま
す
。 

 

─

中
小
企
業
予
算
を
増
や
し
、
本
格
的
な
振
興
策
を
す
す
め
る
。 

国
の
中
小
企
業
予
算
を
１
兆
円
に
増
額
し
、
技
術
開
発
、
販
路
拡
大
、
後
継
者

育
成
、
円
滑
な
中
小
企
業
金
融
な
ど
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。 

 

─

生
活
密
着
型
公
共
事
業
へ
の
転
換
、
中
小
企
業
む
け
官
公
需
の
拡
大
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
「
公
契
約
法
・
条
例
」
を
制
定
す
る
。 

公
共
事
業
を
大
型
開
発
優
先
か
ら
生
活
密
着
型
に
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、
官

公
需
の
中
小
企
業
発
注
比
率
を
引
き
上
げ
ま
す
。
生
活
で
き
る
賃
金
を
は
じ
め
、

人
間
ら
し
く
働
く
こ
と
の
で
き
る
労
働
条
件
を
保
障
す
る
「
公
契
約
法
」
「
公
契

約
条
例
」
の
制
定
を
す
す
め
ま
す
。 

３月７日（水）午後７時４０分ころ 

川重神戸工場で試運転中
のディーゼルエンジンか
ら大爆音とともに火柱 

 

 

 

 


